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令和7年8月5日 四国汽船（株）
香川県香川郡直
島町

警告

　令和７年４月８日、四国汽船株式会社の旅客フェリー
「あさひ」が、宮浦港に入港中に、右舷船首が岸壁に衝
突する事故が発生した。
　同年５月１３日、四国運輸局の運航労務監理官が海
上運送法に基づく特別監査を実施したところ、安全管理
規程の遵守義務に違反する事実が確認された。
　同年８月５日、四国運輸局は同者に対し、「船長は、
安全管理規程第３１条に基づき、事故処理基準に定め
る事故が発生したときは、必ず運航管理者に連絡する
こと。」を含む警告を行った。

１．安全統括管理者は、安全管理規程第１７条に基づ
き、関係法令の遵守と安全最優先の原則を徹底すると
ともに、安全管理規程の遵守を確実にすること。
２．運航管理者は、安全管理規程第１８条に基づき、船
舶の運航の管理その他の輸送の安全の確保に関する
業務全般を統括し、安全管理規程の遵守を確実にして
その実施の確保を図ること。
３．船長は、安全管理規程第３１条に基づき、事故処理
基準に定める事故が発生したときは、必ず運航管理者
に連絡すること。
４．船長は、安全管理規程第３６条に基づき、離岸後着
岸するまでの間、旅客が車両区域に立入ることを禁止
する措置を講じること。
５．船長は、安全管理規程第３７条及び作業基準第１４
条第３項に基づき、法令及び作業基準に定めるところ
により、乗組員をして旅客区域、車両甲板その他必要と
認める場所を巡視させ、法令及び運送約款に定める旅
客等が遵守すべき事項の遵守状況その他異常の有無
を確認させたときは、当該巡視結果を巡視記録簿に記
録すること。
６．船長は、安全管理規程（運航基準第１５条）に基づ
き、入港着岸（桟）前、安全な海域において、機関の後
進、舵等の点検を実施すること。
７．船長は、安全管理規程第４４条に基づき、自船に事
故が発生したときは、人命の安全の確保のための万全
の措置、事故の拡大防止のための措置、旅客の不安を
除去するための措置等必要な措置を講ずるとともに、
事故処理基準第４条に定めるところにより、事故の状況
及び講じた措置を速やかに運航管理者及び海上保安
官署等に連絡すること。
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